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父の経営する鶏卵業での実績を活かし、2013年にバームクーヘンの専門店「cocoro」を入間

郡毛呂山町に開店させた。本店では、バームクーヘンを製造・販売をしているが、翌年に蔵の

街川越に出店した支店は、観光地のお土産品としての販売を重視している。その後さらに川越

駅前の川越アトレ店に出店しており、現在 3店舗での事業を展開している。 

バウムクーヘンの味の決め手となる卵については、両親が鶏卵業を経営しているため、常に

新鮮かつ素材の良さを活かしたものを使用している。本店地元では毛呂山の特産品、観光地川

越ではお土産品としての販売と、バウムクーヘン 1 種の商品でありながら商圏にあわせた販売

を行っている。 

2019年は経営革新による計画により、卵型のエッグバウム小型化に挑戦中である。エッグバ

ウムは卵形の大人の女性の拳サイズのバウムクーヘンで中にクリームが入った商品。 

また強みである卵を使用した商品として、現在は週末限定でプリンを販売中。今後は素材を

生かしたカステラも販売予定である。 

 

株式会社波田坊 -cocoro- 
埼玉県入間郡毛呂山町 

http://mycocoro.jp 

素材の良さを活かしたバウムクーヘンのお店 

 店舗概要  

創 業 年 2014 年(平成 24 年) 

売場面積 12 ㎡(3.6 坪) 

     ※本支店合計 

 従 業 員 7.6 人※本店のみ 

 営業時間 10：00～18：00 

 定 休 日 なし 

 商品構成  

・バウムクーヘン 100.0% 

 経営方針  

・素材を活かした商品をつくる 


